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.2面…香の交通安全運動を

.3面…近松座叡舞伎公演が

・4・5面・・・組織改革に伴い庁吉

内の配置が変わります

主な内 容

市
役
所
の
組
織
が

新
し
く
な
り
ま
す

新
平
琢
市
総
合
計
画
を
推
進
し
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

四
月
一
白
か
ら
市
の
組
織
を
改
め
ま
す
。
市
役
所
に
ご
用
の
際
は
、
用
務
先

を
ご
確
認
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い。

簡素で効率的な行政運営を

行
政
分
野
が
拡
大
し
、
市
民

の
沿
嬰
が
多
椴
化
す
る
中
で、

開
境
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
少

子

・
高
齢
化
や
情
報
化
へ
の
対

応
な
ど
、
行
政
課
題
が
山
和
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
新
平
啄
市

総
合
計
四
を
改
訂
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
計
画
の
推
進
と
、
よ

り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
、
つ

た
め
、
組
織
を
改
め
ま
す
。

概
実
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
新
し
い
機
榊
図
や
庁

合
の
案
内
側
な
ど
は
、
川
耐
・

五
回
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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植えられました。場所l羽目n~J11右岸、鰐入樋上流の花畑「光と風の花づっ
みJです.ことは、昨年秋のコスモスで-11I有名になった場所です。

ごみの不法役棄などを防ぎ、新平塚市総合計画の題点目標である「みん
芯で親しむ水辺とみどりJ事業の一環として、草花の栽tきが続いています.
写真中央の白いビニールシートの下では、現在ホビーが育てられていま

す.開花予想はゴールデンウィークごろです.その後の土手にl草、'98か怒
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霊悪
遥号
対
応、

交
流
親
普
課
は
、
市
民
交
流

を
促
進
す
る
た
め
企
画
部
か
ら

市
民
部
に
所
竹
部
を
移
し
、
場

所
も
旧
松
似
幼
椛
倒
跡
に
移
し

ま
す
。

盟
苑
(
火
葬
場
)
は
、
環
境
衛

生
管
理
諜
か
ら
市
民
課
へ
所
管

を
移
し
、
死
亡
届
や
埋
葬
許
可

と
同

一
の
却
の
中
務
と
し
事
す
。

み
ど
り
公
閑
却
に
花
と
み
ど

り
の
ま
ち
づ
く
り
相
当

(
旧
み

ど
り
推
進
係
)
を
設
け
、
花
と

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す

0

.
新
し
く
で
き
る
窓
口
は

マ
保
健
一
制
社
総
合
相
談
窓
川
担

当

(様
々
な
保
健
相
祉
サ
ー
ビ

ス
の
総
合
窓
打

・
冗
月

一
日
か

ら
市
役
所

一
階
に
開
設
)

マ
医
療
福
祉
相
談
担
当

(市
民

病
院
に
開
設
)

-
新
し
く
で
き
る
課
・
担
当
は

マ
陀
業
抗
進
諜

(産
業
行
政
を

挑
進
)

マ
市
民
活
動
推
進
課

(旧
地
域

づ
く
り
課
・
市
民
前
動
の
支
援

ー
部
3
課
減
ら
し
ま
す

よ
り
効
率
的
な
執
行
体
制
に

関
迎
業
務
を
統
合
し
、
連
携

を
強
化
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
部
の
数
を
現
行

の
二
十
こ
か
ら

一
部
減
ら
し
二

十

一
に
、
説
の
数
を
嬰
打
の
八

十
六
か
ら
三
部
減
ら
し
八
十
三

に
し
ま
す
。

-
統
合
す
る
部
・
課

マ
総
務
部
と
理
財
部
を
統
合
し
、

総
務
部
に

マ
情
報
政
策
課
と
屯
抗
シ
ス
テ

ム
諜
を
統
合
し
て
情
報
シ
ス
テ

ム
誠
に

マ
総
務
課
と
情
報
管
理
諜
を
統

合
し
て
総
務
課
に

マ
管
財
謀
と
用
地
課
を
統
合
し

て
管
財
諜
に

マ
環
境
保
全
諜
を
新
設
の
環
境

政
策
課
に
統
A
H

マ
学
務
識
の
学
校
給
食
関
係
業

務
と
学
校
給
食
共
同
調
理
場
を

統
合
し
て
学
校
給
食
諜
と
し
、

教
育
総
務
部
に
移
す

マ
中
央
公
民
館
を
社
会
教
育
課

な
ど
)

マ
介
誕
保
険
準
備
室

(
介
護
保

険
の
創
設
の
準
備
)

マ
環
境
政
策
課

(環
境
行
政
を

推
進
)

マ
企
画
課
企
画
政
策
揖
当

(政

策
立
案
体
制
を
強
化
)

マ
救
出
川
総
務
課
企
画
犯
当

(故

育
行
政
の
推
進
体
制
を
強
化
)

.
わ
か
り
や
す
い
名
称
に

マ
河
川
下
水
道
部
↓
下
水
道
部

マ
管
理
部
↓
教
育
総
務
部

マ
資
産
税
謀
L
同
定
資
産
税
制
州

マ
収
納
品
l
納
税
課

マ
道
路
管
理
部
↓
辺
路
柿
修
線

マ
施
設
諜
↓
教
育
施
設
課

マ
体
育
諜
↓
ス
ポ
ー
ツ
謀

に
統
合

.
他
部
へ
移
行
す
る
諜

マ
交
流
税
特
剤
師
合
阿
部
↓
市

民
部

マ
水
政
課
河
川
下
水
道
部
↓

都
市
整
備
部

マ
教
職
員
課

教
育
部

管
理
部
↓
学
校

げ
の
職
名
を
日
に

意
思
決
定
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

組
織
の
機
能
性
を
高
め
る
た

め
、
臓
を
推
理
統
介
し
、
謀
長

補
佐
や
副
主
併
な
ど
の
職
名
を

十
七
か
ら
十
三
に
減
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
課
の
中
に
あ
る
係
と

担
当
の
二
種
類
を

一
本
化
し
、

新
し
い

「担
当
」
に
切
り
替
え

て
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
な
ど
組
織
能
率
を
向
ヒ
さ

せ
ま
す
。

-
新
し
い
担
当
制
の
特
徴

マ
新
し
い

「担
当
」
に
は
課
長

以
た
を
除
く
す
べ
て
の
職
員
が

入
り
ま
す

マ
新
し
い

「担
当」

を
ま
と
め

る
職
只

(担
J
d
長
)
は
管
理
職

に
限
ら
ず
、
業
務
内
容
に
適
し

た
職
員
を
起
用
し
ま
す

《問
い
合
わ
せ
先
}

・
合
戸川
淵
撚剤師
h

凶
綿
3
2
3)

地雷除去支援に情熱を
残f沼地雷による被災者の惨状を知り、何

とか助けてあげたいとの思いから画期的な

装位を開発、地宙撤去の支援活動をしてい

る方がおられます。取材は田畑n)j柴さん

(天沼)

市
内
花
水
地
区
に
お
住
ま
い

の
沼
田
洋
さ
ん
。
道
路
陥
没
の

原
因
と
な
る
路
面
下
の
空
洞
を

発
見
す
る
シ
ス
テ
ム
の
会
社
を

東
京
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

平
成
問
年
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
地
雷
探
知
に
応
則
で
き
な
い

か
と
同
辿
の
.袋
泊
を
受
け
、
独

自
で
研
究
、

開
発
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
従
来
の
地
雷
探
知
装

世
は
、
く
ぎ

一
本
で
も
反
応
す

る
た
め
鉄
分
を
多
く
含
ん
だ
土

地
で
の
情
朋
は
離
し
く
、
さ
ら

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
地
中
川
の
発

見
に
は
困
難
を
組
め
て
い
ま
し

た
。
一UM
固
さ
ん
は
様
々
な
試
行

錯
誤
の
末
、
よ
う
や
く
開
発
し

た
探
知
装
位
を
昨
年
十
月
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
実
験
、
結
問木
は
大
成

功
で
従
来
機
の
問
姐
点
も
克
服

し
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
ま
だ
解
決
す
べ
き

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
現
地
で

の
操
作
性
や
運
搬
の
こ
と
を
考

え
小
型
化
、
軽
泣
化
を
図
る
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
武
器
輸
出
三
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原
則
の
問
題
で
す
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
政
府
と
交
渉
毎
日ね、

人
道
的
情
動
な
ど
を
条
件
に
例

外
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
地
球
上
で
は
、
約

一
位

個
の
地
雷
が
埋
ま
っ
て
お
り
現

状
で
は
完
全
に
除
去
す
る
ま
で

に
一
千
年
か
か
る
そ
う
で
す
。

今
な
お
世
界
で
は
ニ
ト
分
に

一

人
の
割
合
で
地
需
の
犠
牲
者
が

出
て
い
ま
す
。
そ
の
大
部
分
が

一
般
人
や
子
ど
も
た
ち
、
地
活

除
去
に
携
わ
る
人
々
だ
そ
う
で

す
。E

m
さ
ん
は
、
こ
の
装
置
で

人
類
が
作
り
だ
し
た
.必
庇
の
兵

持
を
速
や
か
に
除
去
し
、
犠
牲

者
が
少
し
で
も
減
る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。「
紛
争
が
終
わ
っ

て
も
、
残
留
地
笛
が
あ
る
限
り

畑
も
学
校
も
病
院
も
で
き
ず
同

の
復
興
は
進
展
し
な
い
。
で
き

る
こ
と
な
ら
現
地
に
行
っ
て
凡

て
き
て
欲
し
い
。
口
本
が
何
を

す
べ
き
か
わ
か
る
は
ず
」
と
日

本
の
役
割
に
つ
い
て
熱
っ
ぽ
く

諮
っ
て
い
ま
し
た。

ま
も
な
く
、

名
界
の
方
#
が

発
起
人
と
な
り
、
地
市
山
除
去
支

援
の
会
が
発
比
し
ま
す
。
沼
田

さ
ん
は
今
、
そ
の
準
備
に
も
奔

走
し
て
い
ま
す
。

。
人
道
目
的
の
地
雷
除
去
支
援

を
考
え
る
会
E
ω
|
3
7
3
1

'13
6
5
0
 

「政府や経済界にも理解を求めてい
るJと語る宮田(右);さん (市長室 で )
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交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
よ
う

「交
通
安
全
は

一
人
ひ
と
り
の
心
が

け
」「
新
入
学
(
園
)
児
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

春
の
交
通
安
全
運
動
が
四
月
六
日

(
月
)
か
ら
十
五

H
(水
)
ま
で
の
十

日
間
、
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、

一
人
一
人
が
交
通

ル
l
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
一実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交

通
事
故
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
特

に
、
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

.
新
入
学
児
に
は

大
人
が
手
本
を

新
学
期
が
始
ま

り
、
足
ど
り
も
軽

い
新
入
学
児
童
に

正
し
い
交
通
ル
ー

ル
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
た
め
、
大
人

が
交
通
ル
l
ル
を

守
っ
て
手
本
を
見

せ
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
、
子

ど
も
が
出
か
け
る
と
き
に

「気
を
つ

け
て
」
と
、
ひ
と
声
か
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

-
死
亡
事
故
引
件
中
、
6
件
は
二
輪

車
に
よ
る
事
故
で
し
た

交
通
事
故
は
、

「ひ
と
ご
と
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
、

平
塚
市
内

の
死
亡
耶
故
二
十

一
件

(ニ
卜
二
人

死
亡
)
中、

二
輪
市
に
よ
る
死
亡
耶

軽
自
動
車
の
廃
車
は

軽
自
動
車
を
廃
車
す
る
と
き
は
、

四
月

一
日
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と

平
成
十
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

郎
氏
以
下
の
原
動
機
付
事
凶
転
車

や
小
型
特
殊
自
動
車
を
廃
車
す
る
と

き
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
標
蝕

交
付
証
明
官
、
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

っ
て
市
民
税
課
(
内
線
2
6
8)
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
の
軽
自
動
車
を
廃
車
す

る
と
き
は
、
次
の
場
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

av
二
輪
車

(国

∞
以
上
)

・
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

(

一

T
m
l
鵬
平
塚
市
東
豊
田
3
6
9

-
m
-宮
M
l
8
9
0
8
)

A
V
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
湘
南
支
所

(干
制
ー
卿
平
塚
市
東
並
回
3
6
9

-
m-宮
M
|
8
8
2
5)

な
お
、
盗
難
な
ど
で
実
際
に
所
有

し
て
い
な
く
て
も
、
手
続
き
を
し
な

い
と
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
を
代
理
人
や
業
者
な
ど
に

依
頼
し
た
方
は
、

再
度
ご
確
認
を
。

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

④
一
時
停
止
と
徐
行
は
確
実
に

⑤
交
差
点
な
ど
で
右

・
左
折
す
る
事

に
注
意
す
る

-
亡
く
な
っ
た
方
の
7
割
が
シ
l
ト

平
成
十
年
分
の
所
得
税
等
の
特
別

ベ
ル
ト
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

減

税
に
伴
い
、
老
齢
福
祉
年
金
や
特

自
動
車
乗
車
中
に
亡
く
な
っ
た
方
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給
者
、
寝
た

故
は
六
件
発
生
し
て
い
ま

す

。

の

約

七

割

が

シ

1
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
六
十
五
歳
以
上

暖
か
く
な
る
と
二
輪
車
を
利
用
す
い
な
か
っ
た
と
い
う
統
計
結
果
が
出
の
方

(所
得
制
限
あ
り
)
に
臨
時
福
祉

る
機
会
も
増
え
ま
す
。
交
通
事
故

の

て

い

ま

す

。
そ
の
内
の
約
四
割
の
方
特
別
給
付
金
(
一
時
金
)
が
支
給
さ
れ

悲
惨
さ
と
責
任
の
重
さ
に
つ
い
て
考
は
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ
ば
ま
す
。

ぇ
、
交
通
ル
1
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
命
が
助
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

支
給
対
象
や
申
請
方
法
な
ど
に
つ

守
り
ま
し
ょ
う
。

す
。

い
て
は
、
広
報
ひ
ら
つ
か
三
月
一
日

三
輪
車
安
全
運
転
5
則

〉

逮

転
手
だ
け
で
な
く
、
車
に
乗
る
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
対
象

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か
ぶ
る
人
全
只
が
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
る
と
な
る
方
で
ま
だ
申
簡
を
さ
れ
て
い

雲
全
速
度
を
守
り
、
急
な
進

路

変

よ

う

に

心

が

け

ま

し

ょ

う

。

な

い

方

は、

三
月
二
十
五
日
(
水
)

吏
を
し
な
い

O
担
当

交
通
安
全
課

(内
線
6
4

ま
で
に
申
簡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
カ
l
ブ
の
手
前

・
下
り
坂
は
必
ず

0
)

マ
支
給
額
福
祉
給
付
金
・
:
一
万

-
4月
凶
日
(
金
)
金
田
、
盟
国

・
4
月
M
日
(火
)
金
目
、
旭
北

・
4
月
日
日

(
水
)
神
田

※
時
間
は
午
前
9
時
却
分
1
正
午

マ
持
ち
物

加
入
申
込
性

(
会
場
に

も
あ
り
ま
す
)、
掛
け
金

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く
り
諜

(4
月
以
降
は
市
民
活
動
推
進
課
)

ま
さ
か
の
事
故
に
備
え
て

交
通
災
害
共
済
に
お
申
し
込
み
を

， 

. 、、

平
塚
市
交
通
災
害
共
済
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
掛
け
金
を
出
し
あ
い
、

不
幸
に
し
て
人
身
事
故
に
あ
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
見
舞
い
金
を
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。

平
成
十
年
度
の
加
入
申
込
牲
は
、

四
月
二
日
か
ら
三
日
ご
ろ
に
か
け
て

宅
配
業
者
が
各
家
庭
に
お
配
り
し
ま

す
。
た
だ
し
、
曲
目
や

一
部
大
型
マ
ン

シ
ョ

ン
な
ど
は
、

こ
の
染
者
の
宅
配

区
域
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
配
述
で

き
ま
せ
ん
。
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
市
役
所
地
域
づ
く
り
課

(四

月
以
降
は
市
民
活
動
推
進
課
)
や、

市
内
金
融
機
関

(郵
便
局
は
除
く
)

に
あ
る
申
込
啓
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
掛
け
金
を
添
え

て
市
内
金
融
機
関

(郵
便
局
は
除
く
)

か
、
市
役
所
内
金
融
機
関
窓
口
へ
加

入
申
込
啓
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。
な

お
、
受
け
付
け
は
四
月

一
日
か
ら
で

す
が
、
共
済
期
間
は
五
月

一
円
か
ら

始
ま
る
た
め
、
問
刀
中
は
予
約
申
し

込
み
期
間
と
な
り
ま
す
。

マ
加
入
で
き
る
方

市
内
に
住
民目立

録
ま
た
は
外
同
人
登
録
し
て
い
る
方

マ
共
済
期
間

5
月
1
日
1
平
成
日

年
4
月
初
日
、
中
途
加
入
者
は
加
入

日
翌
日
か
ら
期
間
満
了
ま
で

マ
共
済
掛
け
金
(
年
額
)

・
大
人

五
百
円

・
老
人

(叩
歳
以
上
の
芝
、
身
体
障

害
者
、
精
神
薄
弱
者

三

百

円

・
中
学
生
以
下

二

百

円

マ
見
舞
い
金
死
亡
(
百
万
円
)
1

1
週
間
以
上
1
か
月
来
満
の
傷
害

(
一
万
五
千
円
)
ま
で
の
6
段
階

A-各
地
区
公
民
館
で
出
張
受
け
付
け

マ
日
程

・
会
場

・
4
月
8
日
(
水
)
岡
崎
、
域内
M

・
4月
9
日
(木
)
土
屋
、
吉
沢

臨
時
福
祉
特
別
給

付
金
の
申
請
を

便利な口座振替のご利用を
"'4月1日から郵便局でも口座振替ができます~

市税 等の口座振替による納付が、平成10年度から郵便局でもできる

ようになります。口座振替は、み花王さんが金融機関や郵便局の窓口で現

金を取り扱うことがないので大変便利です。どうぞ、ご利用ください。

お申し込みは、預(貯)金通帳と通帳印をお持ちに怠って、市役所各担

当課、市内の金融機関および郵便局 (4月 1日から〉へ。申し込みの月の

翌月(郵便局は翌々月)以降の納期から振り替えられます。振替日は、 原

則として各納期の末日です。担当は収納課 (内線280.4月から納税課)。

円
、
介
護
福
祉
金
:・
三
万
円
、
特
別

給
付
金
・:一

万
円

マ
問
い
合
わ
せ
先

臨
時
福
祉
特
別

給
付
金
担
当

(内
線
1
2
8
)

課

税

台

帳

が

ご
覧
に
な
れ
ま
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
が
三
月
二
十

三
日
(月
)
ま
で
(
土

・
日
は
除
く
三
」

覧
に
な
れ
ま
す
。
こ
の
台
帳
は
、
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
な
ど
に
対
し

て
平
成
十
年
度
の
固
定
資
産
税
や
都

市
計
画
税
の
基
礎
と
な
る
価
額
な
ど

を
決
め
、
受
録
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
融
税
状
況
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

マ
場
所
資
産
税
牒
(市
役
所
1
階
)

マ
ご
覧
に
な
れ
る
方
①
資
産
の
所

布
者
②
所
訂
者
の
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人
、
法
定
代
理
人

①
所

有
者
の
委
任
状
ま
た
は
同
意
曹
を
お

持
ち
の
方

※
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

マ
問
い
合
わ
せ
先

資
産
税
課

(内

線
2
9
1
)

《口座据替種 目と問い合わせ先(かっと内の課名は4月 1日以降の名称))

O市県民税(普通徴収)、固定資産税(土地家屋 -償却資産)、軽自動車税

・・収納諜 (納税額)

。国民健康保険税、国民年金保険料 ・ーー ・・保険年金課

。清 掃手数料(し原) ー・ー ・ーー ーー・ーー ー・環境衛生管理課(環境管理課)

O清掃手数料〈ごみ〉 ー ーー・ーー・ーー・ーーー・・・環境衛生諜務課(現境業務課)

0公共下水道使用料・・・・ ・・・・ーーーー・ーー下水道総務課

。市首住宅家賃、市営住宅駐車場使用料一・建築課

。 老人措置費負担金・・・・・・・・・・・・・・..............高齢福祉諜

市民窓口センターのご利用を休日でも住民票がとれます

。取 り扱うもの
O月 ~ 金 l曜日 ...住民t'.. 1・5の写 し、

印鑑登鍛班明野、戸特j謄 ・抄

本 、戸 籍 の附認定、 身分証明跡、
年 金現況l菌証明、税 務 諸 証 明

l'1:、 母 子 健 康手 帳 の 交 付、 公
共施設の利用申し込みなど

0土 ・臼lli'il日 ・祝日(駅前市民
窓口センタ ー)・・・住民取の写

し、印鑑主査録証明性、年金現
況屈託明など

。場所

なでしこ、大野、立凹、神間、
大布11、城応、問崎、 金問、金目、
土屋、吉沢、旭T句、旭北の各公民
館内、東海大学同窓会館内、およ

びMNピル10附の15か所
。利用できる時間

午前 9時一午後 5時(土 ・日陥
日 ・祝日と12月29日- 1月 3日は
休み、ただしMNピル10階の駅前
市民窓口センターは毎月第 3日曜

日と 12月29臼-1月3日のみ休み)

平塚駅北口MNピル10階にある駅前市民窓口センターでは、土ー白

幡臼や祝日も 「住民票の写し」などの市の諸恒明を発行しています。

。休 み 毎 月 第3日曜日と年末年始

。利 用 できる時間 午前9時~ 午 後5時
。取 り扱う恒明等 住民票の写し、印鑑

登 録恒明盟、住民票 記 載 事 項 証 明 書、

年金現況届甑明、母子健康手帳の交付、

公共施訟の利用申し込み(休日に戸籍

謄 ・抄本の予約申講を受け付け、後日

郵送するサー ビスもあります)

。 問い合わせ先市民課 (内線232)、また

は駅前市民窓口センタ-ft22-100l
市民課証明窓口係 (内線232)。問い合わせ先

住民異動届は、選挙・就学・国民年金-国民健康保険-予防接種ー印鑑登録恒明など

のもとになる大切芯ものです。住所が変わったときは、必す14日以内に届け出を し

てください。届け出には、その方の氏名・住所・異動した年月日・今までの住所主主ど

がわかるようにし、本人または世帯 主等が届け出てください。

住所が変わった5届け出を
市民課(内線236)く〉問い合わせ先



回

の復活元禄歌錨
近松座歌舞伎の公演

6月，24日ミ市民也シター

中
村
朋
治
郎
(
成
駒
出
)
ほ
か
の
出

演
に
よ
る

「近
松
康
歌
舞
伎
」
公
演

が
市
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
す
。

今
咽
い
仕
協
持
れ
る
演
自

「け
い

せ
い
壬
生
大
念
仏
」
は
、
近
松
門
左

術
門
が
元
禄
時
代
の
名
優

・
坂
田
藤

卜
郎
の
た
め
に
ん
甘
い
た
作
品
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
近
松
座
の
元
禄
歌

舞
伎
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
6
月
M
日
(水
)

・
畳
の
部
午
後
2
時
間
前

・
夜
の
部
午
後
6
時
加
分
間
前

マ
出
出
品
泊
中
村
胤
治
郎
(成
駒
虚
)、

片
岡
秀
太
郎
(松
山
屋
)、
中
村
扇
指

(成
駒
屋
)
、
嵐
徳
三
郎
(葉
村
屋
)
、

市
川
染
五
郎
(高
腿
屋
)、
片
岡
愛
之

助
(松
島
屋
)

マ
演
目

一

博
物
館
の
年
間
会
員
は

第619号 (1日・ 15日発行)

平
成
十
年
度
の
博
物
館
行
事
の
年

間
会
日
を
川
和
銀
し
ま
す
。
お
申
し
込

み
は
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

(十
八
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
氏

名
を
併
記
)
、
年
齢
、
屯
話
番
号
を

記
入
し
て
、
博
物
館
の
そ
れ
ぞ
れ
会

あ
て
(
〒
矧
|
蜘
平
塚
市
浅
間
町
ロ

-
4
)
お
送
り
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

広報ひ5っか

空襲と戦災を記録する会

博
物
館

(宮
お
|
5
1
1
1
)へ
。

-
平
塚
の
空
襲
と
戦
災
を
記
録
す
る

会・・
・
空
襲
や
戦
災
の
資
料
の
発
掘
、

戦
災
地
闘
な
ど
を
作
成

マ
活
動
H

毎
月
知
3
+」剛

n、
午

後
1
時
1

3
時

マ
締
め
切
り
3
月
白
日
(
火
)

av漂
着
物
を
拾
う
会
・
・
・
海
岸
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
物
を
集
め
て
調
べ
る

マ
活
動
臼
寄
数
月
第
2
土
明
日
、

午
前
9
時
初
分
1
日
時

-
相
模
川
の
生
い
立
ち
を
探
る
会
・•• 

相
続
川
流
域
の
地
質
な
ど
の
調
査
、

野
外
観
察
の
会
報
の
作
成

マ
活
動
日
毎
月
1
回
日
曜
日

マ
締
め
切
り
3
月
お
日
(
水
)

av天
体
観
察
会
・
・
・
流
足
群
を
観
察
し

た
り
、
天
文
台
を
け
ル
叫
卒
し
た
り
し
て

仏
、
二

上
吉
原
雀

・
下
傾
城

マ
入
場
料

S
府

四

千

五

百
円、

A
府

三
千
円
、

B
席

二
千
円

マ
前
売
り
3
月

n
u
(日
)
午
前

m時
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
、
チ
ケ
ッ
お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に

ト
ぴ
あ
(
長
崎
屋
5
階
)、
チ
ケ
ッ
ト
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

セ
ゾ
ン

(ラ
ス
カ
東
側
)、
ヤ
ン
レ
イ
希
望
す
る
会
を
記
入
し
て
、
博
物
館

レ
コ
ー
ド
、
稲
元
屋
楽
器
庖
、
サ
ク

(干
制
l
制
浅
川
町
ロ
|
剖
・
告
白

ラ
件
前
コ
ミ
ッ
ク
館
、
花
水
性
庖
、
-
5
1
1
1
)
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

山
口
智
居
、
た
ま
る
啓
一民
、
後
藤
昨日

三
月
三
卜

一
日
(火
)
締
め
切
り
。

在
宅
で
看
護
が
必
嬰
な
方
に
、
か

庖
、
横
田
件
脂
、
文
栄
堂
、
越
地
住

・
自
然
観
察
会
i
土
屋
に
春
を
た
ず
か
り
つ
け
の
医
師
の
指
示
を
受
け
た

庖
、
サ
ク
ラ
文
具
旭
庖
、
マ
イ
プ
ッ

ね
て
i

看
護
婦
が
定
期
的
に
訪
問
す
る
の
が

ク

ス

ほ

か

で

発

売

マ

日

時

4
月
5
日

(
臼
)
午
前
日
時

「訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

市
民
セ
ン
タ
ー

1

午

後

3

時

こ

の

サ

ー
ビ
ス
は
市
内
三
か
所
の

宮
(詑
)
2
2
3
5

・
子
ど
も
観
察
会
5
タ
ン
ポ
ポ
を
閥

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
受
け
付

「
|
|
|
」

平
塚
市
明
る
い
選

一
)
社
内

一

挙
推
進
協
議
会
で

一
語
涼

一
は
、
明
る
い
選
挙
を

ζ
ト

一
啓
発
す
る
標
語
義

一

ι-
一

集
し
、
審
査
の
結

一
、
川

一

糸
、
次
の
方
々
が
入

一

~

一

目
さ
れ
ま
し
た
。
応

一

i
d‘
一

非
三
十
九
点

一
副
町
J

一

九

敬
称
略
)

「
|

|

L

マ
最
優
秀
立
捨
て

な
い
で
来
来
を
ひ
ろ
げ
る
大
事
な

一

票
沌
谷
美
佳
(
黒
部
丘
)

マ
優
秀
立
山
内
町
次

(徳
延
)、
三

村
明
子
(
老
松
町
)

マ
優
良
賞
山
内
直
次

(徳
延
)、
成

瀬
和
子
(
兵
士
)

中村周治郎

W
杯
出
場
を
記
念
し
て

審
の
自
然
を
観
察

し
て
み
ま
せ
ん
か

ベ
ル
マ
l
レ
の
選
手
が
植
樹

マ
会
場
平
塚
競
技
場
筋
2
ゲ
l
ト

前
の
回
路

マ
問
い
合
わ
せ
先

総
合
公
園
管
理

事
務
所
宮

(お
)
2
2
3
3

競
技
場
の
年
度

会

員

を
募

集

平
塚
競
技
場
で
は
、
年
間
を
通
じ

て
陸
上
競
技
の
練
習
が
で
き
る
年
度

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

マ
受
け
付
け
目
時

・
場
所
3
月
口

日
(火
)
以
降
の
午
前
8
時
却
分
1
午

後
5
時
、
総
合
公
園
管
理
耶
務
所

マ
利
用
内
谷
①
平
塚
競
技
場
が
設

定
し
た
練
習
日
(
年
間
制
口
)
の
共

用
使
用
時
間
内
の
利
用

(イ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
は
除
く
)
②
ロ
ッ
カ
ー
・
シ

ャ
ワ
ー
施
設
の
使
用
①
ス
パ
イ
ク

・

陵
上
用
練
習
用
具
の
使
用

マ
使
用
料
(年
間
)
①
小
学
生
i
高

校
生

二
千
円
、
②
一

般

三
千
円

マ
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
年

間
使
用
料
、
②
学
生
証
(
中
・
高
校

生
の
み
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
総
合
公
園
管
理

事
務
所
宮
(お
)
2
2
3
3

べ
よ
う
5
(土
屋
方
面
)

マ
日
時

4
月
日
日
(
土
)
午
後
1
時

i
4時

マ
対
象
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
8
面

「ひ
ら
つ
か
の
自
然
」
で
卒

者
の
野
の
花
を
紹
介
し
て
い
ま
す

ご
信
じ
で
す
か

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

フ
リ
l
マーケッ

ト
の
出
庖
者
募
集

五
月
十
七
日
(
日
)
に
総
合
公
園
で

聞
か
れ
る

「お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
1
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
出
庖
者
を

募
集
し
ま
す
。
出
庖
者
協
賛
金
は
五

百
円
で
す
。

対
象
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
業

者
で
な
い
方
で
、
採
集
数
は
二
百
二

十
庖
(世
帯
、
グ
ル
ー
プ
と
も
に

一

庖
の
み
)
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
係
な
い

手
づ
く
り
品
、
飲
食
物
、
動
植
物
な

ど
の
生
き
物
、
屯
気
製
品
は
販
売
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
日
は
出
脂
場

所
へ
の
車
の
進
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

け
て
い
ま
す
。

.
対
象

(年
齢
制
限
は
な
し
)
①
病

気
や
け
が
な
ど
で
寝
た
き
り
の
状
態

ま
た
は
そ
れ
に
近
い
方
、

②
痴
ほ
う

の
あ
る
お
年
寄
り
、

③
心
身
に
障
害

の
あ
る
方

av紡
間
同
数
原
則
と
し
て
月
1
向

か
ら
迎
3
回
ま
で

av利
用
料
金

①
老
人
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
は
1
回
二
百
五
十

円、

②
健
康
保
険
証
を
利
用
の
方
は

一
部
自
己
負
担
(2
1
3
割
)

※
罰
離
れ
州
交
通
政
の
実
抱
負
相
一
あ
り

.
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

マ
し
ん
ど
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

:
・
其
土
6
5
51
1・

宮
(臼
)
1

9

0
0
n
u
 

マ
平
四
都
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
:
中
里

M
l
u
・
宮
(お
)
8

9
4
hu
q
o
 

マ
湘
南
医
療
生
活
協
同
組
合
訪
問
培

謹
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
:
夕
陽
ケ
丘
位
|

5
・宮

(お
)
0
7
1
0

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
企
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
郵
便
番
号
、
販

売
物
品
名、

当
日
の
交
通
手
段
を
記

入
し
、

一一一
月
二
十
三
円
(
必
渚
)
ま
で

に
環
境
衛
生
業
務
課
フ
リ
l
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
底
募
集
係

(〒
制

l
縦
浅
間

町
9

1
1
)へ
。
は
が
き
は
世
帯
、
グ

ル
ー
プ
と
も

一
枚
に
限
り
ま
す
。

応
非
多
数
の
場
合
は
、

三
月
二
十

七
日

(
金
)
午
前
十
時
か
ら
教
育
会

館
で
公
開
抽
選
を
し
ま
す
。
抽
選
結

来
は
、
会

μに
郵
便
で
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
出
屈
さ
れ
た
方
は
、
次

回
は
出
居
で
き
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生
業
務

課

(内
線
2
3
9
・

4
月
1
日
以
降

は
環
境
業
務
諜
)

教育委員会定例会の傍聴を我が家の防災対策を確認〈連載⑪〉

、七つ道具グを

用意しておこう 。3月は26日(木)に開催予定です

。会場は豊原分庁曾1号館第1会議室

oこの会識は原則としてど芯たでも傍聴

できます。ただし、傍聴席が少芯いため

傍聴を希望される方は事前に教育総務課

までと連絡ください。また、臨簡の内容

によって傍聴できたEい場合もありますの

で、ご承知おきください。

く〉問い合わせ先

品

; 
j 
! 
? 
? 
; 
T 
T け
T迄
T ¥t、
+壬
十生
T会
+ ..-' 

ママ民足を 4砂ママの跡 4・ マ 4 ママ日 12日 8 マ 天 ! sマ念 呂し ラ
締情間柄歩民締惜矢11分 古 締時説対、目、月活体 よ 1 日植比てンサ
め動倍上 hく 族 め 動 1散布 惇 め 1明 g't 3 S 10 4動 賢g1時時樹須、スツ
切 口仰 郡」 探 切']nを調理切 9 会 月 13月 日 日娯 14.9 を、ペ大カ
り やをを訪り 学 査 跡 り時 中 27日 24 ・ の T分 3 し 中 ル 会 l

UJ;民歩テ会 毎ぶを を 5 学 EI 、日 125 知 T 月ま田マのワ
3月俗き 1 : 3 対 行 探 4 丹生 1 、 1月織 1 20す、 l出 l
月 1文、マ「月 1 い す 月 以月 1113 16と + 目 。洪i..- :t)~ 
31固化道に西 25回 選 会 20 16上 9 月日円技 十 釜 のギ棉ド
日日を祖土相日口 跡 i 日 旦 日 14 ・、術 ↓ ) 四 塚 饗 カ

き管理宮室繋丞管 事再宜 主 jR背負季 4 2 季タ Zチ
すど区ム 古の 午 月 12 ・ 13ぷ 1 が 11J記
るのやラ 学 逃 後 13月 2211 時 記 吋 念 フ

教育総務観念35-8112

.・..一・.-_".-・_'.・γ・，
.・

. .一.・::.::・-・，

一..一一..・1・匂.・.・一・.三.ー-二・・.・. . 
-・

.・.・.ー・.'一.

倒壊家屋芯どからの救出には、樺々な

道具が必要になります。

救出には「切る、壊す、はがす、持ち

上げるJ忽どの作業があります。そのた

め、のこぎり、鉄線を切るはさみ、おの、

ハンマー、大き芯パール、自動車用のジ

ャッキ、 ロープ芯どが必要になります。

災害対策用に、これらの道具を準備し

ておきましょう。

。担 当 防災課(内線143)

情報誌「豆J第7号 を3月中旬に発行します。今回の特集は「結婚J。独身男女を対象としたアンケ

ート結果をもとに「結婚」を考えてみました。

「豆」は、 市役所や各地区公民館、 市内の郵便局や金融機関に置いてあります。ぜひ、

い。表紙の写真や投稿もお待ちしています。

ご覧くださ
「豆J第 7号を発行
。問い合わせ先女性行政推進室宮21-



平場市役所 電話23・1111・35-1111
平成10年3月15日 回

おかけしますが、ご協力をお願いします。

に関するお問い合わせは企画調整課(内線323)、庁舎の配

い合わせは総務課(内線347)へお願いします。

福祉政策課⑨
高齢領祉課O
湾害福祉課O
生活福祉課O
児童福祉課O
保険年金諜O
健康 課⑨
介護保険準備室⑨

環涜政策課。
環焼管理課。
環境業務課。
環境窃業センター

建設総務課O
都市計画課O
開発調整課O
建築指導課・
開発審査課⑨
湖南E陵整備課⑨

道路総務課0
3路補修課。
路建設課。

交通安全課。

担県道推進室。

下水道総務課O
下水道建設課O
下水道管理課O

庶務担当福祉政策担当
高齢福祉担当
障害福枇担当
媛護担当生活福祉担当
兜童担当保育担当
給付担当保険税担当年金担当
予防担当健康づくり担当
介護保険準備担当

保健福祉総合相談窓口担当

小児老人医療担当

環焼政策担当環境対策担当公害指導担当
廃棄物 ・美化推進担当 環境衛生担当
業務担当 ごみ減量縫進担当
管理担当破砕処理場担当

調盤担当契約担当
計画担当 都市景観推進担当
開発調護担当 建築調整担当
建築指導担当建築審査担当
調査指導担当 開発審査担当

霊備担当

公園管理担当

道路調霊担当
巡回補修担当
道路用地担当
交通安全担当

占用担当境界査定担当
維持補修担当
道路計画担当 道路新設担当

庶務担当普及担当使用料担当
下水道計画担当建設第一担当建設第二担当
調査指導担当施設整備担当施設保全担当

穏神科循環器科小児科 外科
心臓印管外科皮虜科ひ尿器科
リハビリテーション科放射線科

計 諜O

整形外科形成外科脳神経
産婦人科眼科耳鼻いんこ
歯科 麻酔科保健指導室

薬局 栄養科

庶務担当
医事担当

用度錨設担当会計担当
入院担当 医療福祉相談担当

審査担当 出納担当

市民相談室
(市役所 1階)

n23-1111内線293

館
央
民

中
公錦口

側
、子

ど
も
教
育

・

相
駁
セ
ン
タ
ー

チ
民
ン

市
セ

行政委員会等の事務局

市議会(議事堂)

選挙管理委員会

監査委員

農業委員会

教育委員会 |教育委員会事務局

教育総務課会
教育施設課食
学校給食課会

議会総務課
議事課

庶務担当

庶務担当
級事担当

選挙担当

調査担当

監 査 課 第一担当 第二担当

庶務担当 農地担当

庶務担当企画担当
教育施設担当
給食担当東部学校給食共同調理場北部学校給食共同調理場

学務課'*
教職員課合

指導室台
数育研究所
子ども教育相談センター

社会教育課会
スポーツ諜
中央図書館

1導物館

美術館

小学校28 中学校15

j自 防

交 流親善諜

ら
の
お
知
ら
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
メ
モ
な
ど

毎週水曜日 。手話案内

30分
。建築設計 ・耐震 3月16日(月)、

4月13円(月)13時-16時
。高年齢者職業 4月 2日(木)、

月7日(火)9時-12時

。一般市民毎週月~金曜 日9時~

1611寺

毎週金略目 9時-12時

福祉会館

n33-2333 

。専門 (法律 ・金 融 ・住 宅 ・保健医

療、 いずれも予約制) 4月 9日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援毎週月~金l眼1:18時30

歪平窓駅

子育て相談室

学務担当
数戦員担当 教育会館

社会教育担当
スポーツ担当
管理担当奉仕担当
管理担当学芸担当
管理担当学芸担当

幼稚図5

庶務担当
防災担当
予防担当
事量防担当

管理担当

文化財保護担当 中央公民館

北図包館西図笹館
市史編さん担当

南国包館

管理担当
地震対策推進担当
査察担当危険物担当
消防担当

周辺134号

分-17時

。ボランティア

時30分-17時

。 結婚 毎週日曜日10時-15時(第

3日l船日は除 く)

。母子毎週月~金曜日 9時-16時

。家庭児童毎週月~金曜日 91侍~

16時
。婦人 4月9日(木)10時-15時

。 高齢者職業毎週月~金曜 日9時

30分-16時(3月31日まで)

毎週月~金略目 8

-毎週月~木曜日 9時30分-16時

4 

子育て相談室
(須賀保育園2階)

n21-7639 

都市盤備課O 市街地盤備担当 区画整理担当
みどり公園課O 花とみどりのまちづくり担当 公印施設担当
総合公園管理事務所管理担当
建築課O 営繕担当教育建築担当 機械設備担当笥気設備担当住宅担当
水政課O 海浜担当水辺担当
ライナーホーム推進室⑨

。 人 権 3月17日(火)、 4月 7日

(火)、4月21日(火)13時-16時

。行政 4月21円(火)、 5月19日

(火)13時-16時

。一般 法律(予約制)

13時-16時
。登記 ・供託 ・測量 4月10日(金)、

5月8日(金)13時-16時

。住宅 (新 ・改築) 3月17日(火)、

4月21日(火)13時-16時

。発明 ・考案・特許 4月 6日(月)、

6月 8日(月)10時-15時
。 労働 4月 9日(木)、 5月14日

(木)13時-16時
。下請 け取り引きあ っせん 3月19

日(木)、4月16日(木)13時30分-16時

。年金 ・社会保険 ・労災 4月14日

(火)、 5月12日(火)10時-15時

。健康(予約制) 3月16日(月)、

4月20日(月)9時30分-11時30分

。消費生活 毎週金曜日 9時-16時

大幅に変わるのは
l文化行政推進室 は、市民セン

ターへ
2.松原 -豊田-城島幼稚園の跡

は、分庁舎として使用します。

会 議室などは、 一般の方も利
用できます。

① 松 原分庁 舎

n25-2520 
②豊田分庁舎 平壊 市療育相 談室 -月・水 e 金曜日の午前

10時~午後3時は宮32-2738(それ以外の時間は地域医療セ

ンタ-n34-G311へ)

③城島分庁舎 博物館分室 (問い合わせ先

5111) 

博物館n33ー

青少年相談室
(市民センター2階)

n34-7311 

-毎週月~金曜 日10時-17時

。悩みごと は 「ヤ ングテレホン」

宮 33-7830 (ミミでナヤミナシ)

毎週月 ~金曜日 10時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

n36-6013 

。来所毎週月~金曜日 10時-17時

。電話毎週月~土曜日 9時-17時
(第 2・第 4土曜日を除く)

もしもし健康相談
(保健センター)

n34-1221 

-毎週月 ・木昭日 10時-16時

。育児相談(来所) 毎週水曜R9 

時30分-10時30分



特|集

4月かうの組織
改革に伴い

1面で紹介したとおり4月 1日か5市役所の組織が変わります。とれに伴

い、庁舎内の配置が変わります。引っ越しは3月 28日(土〉、 29日(日)、 4月4

日(土)、 5日(日)に行います。すべて新しい配置になるのは4月6日(月)と

平塚市の行政機矯図 〈平成10年 4月 1日施行〉

諜名の後の記号は場所を意味します:0本庁舎、⑨付属庁舎、 .消紡庁舎、。新館、 会笠原分庁舎 1号
館、 女豊原分庁含2号館、無印はその他です。部課の順序等の表示は条例とは異芯ります。

行政管理担当企画調整担当
秘密担当

広報担当広聴担当
人事研修担当給与福利担当
情報政策担当 システム管理担当

企画政策担当企画課O
秘密謀O
広報広聴課O
聡員課O
情報システム謀。

情報公開担当

市民生活相談担当市民参加推進担当
管理担当戸籍担当市民異動担当証明窓口担当聖苑
青少年育成担当指導相談担当 びわ青少年の家担当

交流親善担当

文化振興担当 市民センター

競技式典担当

車両担当

農地強備担当

労政担当

総務企画担当
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得串@成原容と思る
地方分権の推進や、多様化する市民二一ズに対応できる簡素で効

率的な行財政運富を進めるため、市では行政改革に取り組んでいま

す。広報ひらつかの昨年7月15日号では、平成8年度までの取り組

みの成果を紹介しましたが、このたび、その成果を数値等でまとめ

ましたので、お知らせします。

第619号 (1日・15日発行)広報ひ5っか回

計総成果の内訳

7億6.510万円金額で表した効果

庶務担当
財政担当
管財担当 取得担当

工事検査担当
税制担当普通徴収担当特別徴収担当
土地担当家屋担当償却資産担当

きを理担当 納税担当

統計調査担当

用度担当

産業推進担当
農政管理担当営農担当
商業担当 観光担当

工業担当 勤労会豊富

整備水産担当

下記のとおり

《推進事項ごとの主な効果》
事務事業の整理合理化
4砂金額で表した効果(合計)…・・……・…・・…・…….....・H ・"'2.310万円

ー償却資産申告の事務処理の見直し一-…...........・.........280万円

・現金領収曾の様式の統一化ーーーー・・ー…・・・・回一・・・ー…・・・・…...340万円

.その他数値で表した効果(合計)・………H ・H ・...・H ・-…373時間削減

.共通物品払い出しのセルフサービス化一-従事職員 2人を 1人に

し、払い出し時聞を週4時間短縮した

-納入済通知器読み取り業務の一括処理-….4課で行っていた業務を

1課に統合 した

財政運嘗の効率化
.金額で表した効果(合計)…………...・H ・..……………5憶5.860万円

-遊休市有地の効率的運用…・……………ー一一.........9.810万円

-使用料-手数料の見直し・………・・……一.........…....2億5.940万円

・経常経質(経常的な物件費の一部)の予算削減 …一.1億9.760万円

(この予算削減については前年度比10%削減を目標とし、平成7年

度は8.3%、8年度は7.0%予算削減しました)

人件費の節減など
4砂金額で表した効果(合計)...・H ・-………・………………1憶8.340万円

職員の期末勤勉手当の削減・・・ー・一一ー 一・ー 一.....1億 360万円

時間外勤務手当の削減 ・・・・・・・ー・・・・…・・…………............3.460方円

.その他数値で表わした効果(合計) …・…...・H ・...・H ・31人増員抑制

.職員の増員抑制・・ー・・平成8年度新規事業等に必要な31人の増員を

抑制した

-一時的に増加する業務への応援体制の整備・・・・・・延べ72人の職員を

流動的に活用した

市民サービスの向上効果
-市の情報をお知らせするインターネットホームページを、平成8

年12月に開設した-… '3.300件あまりの利用があった

-公共施設情報システムの市民用端末を 2か所増設し、8か所とした

-ー増設2か所で27.000件あまりの利用があった

-駅前市民窓口センターで休日等に住民票の取り扱いなどの業務を

始めた...."13.600件あまりの利用があった

問い合わせ先
-行政改革についてのお問い合わせは、 企画調整課 (内線158)へ

373時間削減、31人増員抑制

市民サービスの向上効果

その他数値で表した効果

文書法制担当

事業担当庶務担当

総務課O
財政課O
管 財 課 ⑨

工事検査課O
市民税課O
固定資産税課O
納税課O

市民活動縫進課⑨

市民課O
青少年課
交流親善諜

文化行政推進室

女性行政推進室

産業推進課*
~産課女
商業観光課女

工業労政課*
みなと水産課

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
は
な
朕
く
こ
ろ
を
待
つ

桜
が
咲
く
季
節
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
自
然

界
と
同
じ
よ
う
に
人
生
に
も
四
季
が
あ
り
、
そ

れ
は
「ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
人
生
の
蒋
の
時
期
を
「
忠
春
期
」

と
い
い
ま
す
。
年
齢
的
に
は
、
お
お
む
ね
小
学

校
山
学
年
か
ら
中
学
校
に
わ
た
る
時
期
で
す
。

思
布
期
の
開
始
は
、
児
泣
期
を
終
え
、
大
人

へ
と
公
わ
っ
て
い
く
移
行
則
の
始
ま
り
で
も
あ

り
ま
す
。
毛
虫
が
チ
ョ
ウ
へ
と
成
長
し
て
い
く

時、

さ
な
ぎ
の
時
期
を
通
過
す
る
よ
う
に
、
だ

れ
も
が
こ
の
時
期
、
あ
る
判
何
度
、
内
に

「
こ
も

る
」
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
文
字
ど
お
り
部
屋
に

「
こ
も
り
」
、
学
校

に
行
け
な
く
な
る
子
も
い
ま
す
。
明
確
な
理
由

が
不
明
な
ま
ま
、

学
校
に
行
け
な
く
な
る
こ
と

を、

「不
設
校
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
時
期
の
r
小
銃
校
は
、
母
校
を
強
制
し
た

り
、
親
が
目
立
校
に
付
き
添
っ
た
り
す
る
な
ど
の

方
法
で
は
知
則
的
に
解
決
せ
ず
、
そ
の
状
態
を

尊
重
し
て

「待
つ
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
た
だ
、

こ
こ
で
待
つ
こ
と
は
と
て
も
難
し
く
、
多
く
の

両
親
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
訪
れ
ま
す
。
子
ど

も
の
不
登
校
の
状
態
に
不
安
を
抱
く
こ
と
は
親

と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
専
門
的
な
見
通

し
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
信
頼
関
係
に
支
え
ら

れ
て
こ
の
時
期
を
通
過
し
て
行
き
ま
す
。

務
、
咲
き
ほ
こ
る
は
な
を
仰
ぎ
み
て
、
糸
、
の

問
、
こ
の
樹
木
に
確
か
な
生
命
が
息
づ
い
て
い

た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
確
か
め
ま
す
。
「
不
登

校
」
と
い
う
一
見
、
冬
の
時
期
に
も
、
そ
の
樹

皮
の
F
に
は
雌
か
な
生
命
の
息
吹
が
い
き
づ
い

て
い
る
の
で
す
。

A
V
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

出
問普
小
学
校
北
側
宮
(部
)
6
0
1
3

定

年

後

質
問

の

健

康

管

理

こ
の
三
月
で
定
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
健
康
管

理
で
、
注
意
す
る
こ
と
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
答
え

退
職
後
は
時
間
に
追
わ
れ

る
こ
と
も
な
く
な
り
、
自
由

に
時
間
が
使
え
る
反
面
、
今

ま
で
規
則
正
し
か
っ
た
生
活

の
べ

l
ス
が
乱
れ
る
心
配
も

あ
り
ま
す
。
健
肢
を
保
持
す

る
た
め
に
は
、
規
則
正
し
い

生
活
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
食
事

・
休
息
・
迎
動

の
竺
つ
の
住
を
巾
心
に
、
ご

白
分
の
生
前
を
振
り
返
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

定
年
退
職
前
後
に
無
気
力

に
陥
っ
た
り
、
頭
痛
や
腹
痛

な
ど
、
体
の
不
加
を
訴
え
た

り
す
る
「
退
職
出
候
群
」
は、

仕
耶

一
筋
に
生
き
て
き
た
人

が
襲
わ
れ
や
す
い
心
の
ト
ラ

ブ
ル
の

一つ
で
す
。
ス
ト
レ

ス
を
た
め
ず
、
生
き
生
き
と

し
た
生
前
を
送
る
た
め
に
は
、

向
分
が
打
ち
込
め
る
趣
味
や

生
き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
ま
た
、

ポ
ケ
予
防
に
も
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

年
を
と
る
と
と
も
に
身
体

機
能
や
生
活
機
能
は
低
下
し

て
い
き
ま
す
が
、
判
断
力
や

問
題
解
決
能
均
な
ど
の
知
的

能
力
は
、
む
し
ろ
伸
び
て
い

く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

齢
期
は
自
己
の
人
生
の
完
成

則
と
も
い
え
る
と
き
で
す
。

退
職
後
も
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
持
ち
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
、
っ
。

ま
た
、
復
職
中
は
職
場
で

定
期
健
診
が
実
施
さ
れ
、
健

康
管
理
が
で
き
ま
し
た
が
、

退
職
後
は
自
分
で
注
意
す
る

ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
四
十
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
基
本
健
康
診

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
健
診
を
活
用
し
て

ご
円
分
の
他
府
状
態
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
鈍

)
0
3
1
1

福祉会館で実施してきた高年齢者職業相談は、 4月から市役所 1階市民相説室で実施

します。対象は市内にお住まいのおおむね55歳以上の方です。

t>日時 毎月第 1・第 3火IIulB.木暇日の午前9時~正午 (4面市民相較欄参照)

t>相談内容職業紹介、窃撰者の雇用相談芯ど

高年齢者職業相談は市役所ヘ
高齢福祉課(内線211)。問い合わせ先
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